





















































   所蔵和古書・漢籍のデジタル画像 
収集マイクロフィルムからのデジタル変換画像・収集デジタル画像  
「日本語の歴史的典籍の国際共同ネットワーク構築計画」により作成し  
















同様である。  （ → 別紙１ ） 
 
３． 日本古典籍総合目録書誌レコード作成の規則について 








・和古書   形態に関する事項やメディア情報（請求記号、登録番号等） 
漢籍固有の情報に関わる部分  などを付加 
・マイクロ／デジタル資料    フィルムに関わるメディア情報  
メディアの制約を考慮 
・入力システムに依存する部分も含む 
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 また、この作成要領は、和（漢）古書の特性を活かし、その目録の要件である下記の点
を考慮したものである。 
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   種別 和古書 漢籍 明治期  
古典籍総合目録  ○  ×  ×  
所蔵和古書  ○  ○  × 明治期資料は NC 登録・OPAC 
マイクロ／デジタル 
目録 
 ○  ○  ○ 明治期は写本・版本が対象 
和装本であっても近代活字本は含まない 
欧州所在日本古書 DB  ○  ○ 
和刻本 









〈 典拠コントロール（著作・著者） 〉 










ァイル中には、同名の「宇治大納言物語」（ wid 668 ）があり、その他にも「世継物語」




拠ファイルを用意し、典拠コントロールを行っている。                     
（２）著者 
著者についても一人の人物が複数の名称を持ち、著作のジャンル・執筆時期により使い
分けている例が多くみられる。例えば、戯作者山東京伝（ aid 222173 ）は、絵師としては









〈 書誌レコードの作成単位 〉 



















・厳島図会（ 岡田清編 wid12102）後半５巻の書名は厳島宝物図会 










のは、一括して一項目とした」とあり、例えば、FRBR（Functional Requirements for Bibliographic 





- 6 - 
〈 書誌事項の採録 〉 
・記載書名 














































また、2017 年 4 月からは、画像公開に関わる多くの機能を盛り込んだ「新日本古典籍









  また、別紙の最後に、「NCR87R3、NACSIS-CAT コーディングマニュアル、国文学研究
資料館日本古典籍書誌レコード作成要領項目対照表」（別紙６）を付した。 
      （ → 作成要領 及び 別紙５，６）  
 


























































BID : 200000952［1］詠歌大概聞書（えいがたいがいききがき） 【出版事項】
［2］大綱抄（たいこうしょう） ［1］寛文８ 風月／庄左衛門尉 【記載書名】
［3］大綱記（たいこうき） 【形態】２冊,２７．２×１９．５cm [1] 秀歌之躰大略(しゅうかのていたいりゃく) 内
【分類】歌学 注釈 【構造属性】単独 [2] 大綱抄(たいこうしょう) 奥中
【著者名（著作著者名表リンク 】 【書誌注記 〈形〉３冊本の合綴。 【刊写】写） 】
［1］三条西／実枝（さんじょうにし／さねき）講 著者へ 〈書〉書入れあり。 【形態】大
［2］細川／幽斎（ほそかわ／ゆうさい）編 著者へ 伝 印記 冰心堂蔵梓 【残欠】下巻存〈 〉（ ）「 」
【成立】天正一四奥書 【和古書メディア】 【書誌構造】単独
【親著作表リンク】 タ２０１８３００００-００００ 【書誌注記 〈書〉朱書あり。】
三部抄之抄（さんぶしょうのしょう） 著作へ 【著作】 【和古書メディア】























































③D or E b著者等
c
その他の書誌事項
































古今和歌集 刊 W 国文研初雁
後撰和歌集 刊 W 国文研初雁
拾遺和歌集 刊 W 国文研初雁
【和古書メディア】
１２０２５００００１-０００５
【著作】 WID : 211052
三代集(さんだいしゅう)
子２ 子３
BID : 200000206 BID : 200000207 BID : 200000208
【記載書名】 【記載書名】 【記載書名】
[1] 古今和歌集(こきんわかしゅう) 内 [1] 後撰和歌集(ごせんわかしゅう) 内 [1] 拾遺和歌集(しゅういわかしゅう) 内子１
[2] 古今和歌集(こきんわかしゅう) 序首 [2] 後撰和謌集(ごせんわかしゅう) 外 【刊写】刊






【親書誌】 三代和歌集／校本 嘉永６ 刊 W 国文研初雁 三代和歌集／校本 嘉永６ 刊 W 国文研初雁
三代和歌集／校本 嘉永６ 刊 W 国文研初雁 【和古書メディア】 【和古書メディア】
【和古書メディア】 １２０２５００００３-０００４ １２０２５００００５-００００
１２０２５００００１-０００２











【刊写】刊 BID : 200002557
【出版事項】 【刊写】混
[1] 須原屋／茂兵衛〈江戸 ， 【形態】半〉
須原屋／伊八〈江戸 ， 【冊数】１冊〉
河内屋／喜兵衛〈大坂 ， 【書誌構造】合綴 BID : 200002558〉
淺倉屋／久兵衛〈東都〉 【子書誌】 【記載書名】
【形態】大 ひなつくは 写 W 国文研 [1] ひなつくは(ひなつくば) 内
【冊数】１冊 誹学校 刊 W 国文研 [2] ひなつくは(ひなつくば) 外
【書誌構造】合刻 【和古書メディア】 [3] 鄙筑波／古学(ひなつくば／こがく) 外
【子書誌】 ナ３００１４００００-００００ [4] 鄙筑波(ひなつくば) 序首
おあむ物語 刊 W 国文研 【刊写】写
おきく物語 刊 W 国文研 【書誌構造内連番】1
【書誌注記 〈叢〉梅畦叢書。 【親書誌】】 子１




【著作】 WID : 424157
ひなつくは(ひなつくば)子１ 子２
BID : 200003989 BID : 200003990
子２【記載書名】 【記載書名】
[1] おあむ物語(おあんものがたり) 内 [1] おきく物語(おきくものがたり) 内
[2] 於安無物語(おあんものがたり) 見 [2] 於幾久物語(おきくものがたり) 見 BID : 200002559
[3] おあんものかたり(おあんものがたり) 外 [3] おきくものかたり(おきくものがたり) 外 【記載書名】
[4] 御庵物語(おあんものがたり) 跋首 [4] おきく(おきく) 柱 [1] 誹学校(はいがっこう) 外




刊 W 国文研 刊 W 国文研 【親書誌】
【和古書メディア】 【和古書メディア】 混 W 国文研
ナ４００４９００００-００００ ナ４００４９００００-００００ 【和古書メディア】
ナ３００１４００００-００００
【著作】 WID : 953 【著作】 WID : 1058












所蔵者情報 コレクションID（cid） 別紙6 　　3045000
著作とのリンク 著作id（wid） 2.1.2 ・日本古典籍総合目録データベースを検索し、該当著作
があった場合　→　wid記入 　　2357
統一書名表記     ・国書総目録を参照して、該当著作があった場合
よみ 　    　統一書名表記　；　国書内同名異書連番（Ｋn） 　　源氏物語 ； K2




  　統一書名候補よみ 　　はいかいかかしまひゃくしゅ
          ＋
  　統一著者名候補表記（ 統一著者名よみ ）  役割 　　俳諧堂／歌志久（はいかいどう／かしく）　撰






















刊写の別 3.2  刊　or　写　or　混
巻数 3.6  巻之一～五
叢書巻号表示 3.12  第三冊









残欠 3.11 欠　または　存　  上巻欠
形態的事項（大きさ・丁数等） 3.10  １０丁，２６．２×１８．５cm，大
和古書メディア 原資料請求記号 別紙6  タ７００３２０００１-０００２
登録番号  171180-171184















              NCR87R3*、NACSIS-CATコーディングマニュアル、国文学研究資料館日本古典籍書誌レコード作成要領　項目対照表
  *NCR : 日本目録規則改訂3版 第２・３章・用語解説




































































































ア）タイトルと責任表示（漢籍は巻頭を優先） １) タイトルと責任表示に関する事項 －
(1)巻頭，題簽，表紙 　  ① 巻頭、題簽、外題
(2)目首，自序，自跋，巻末 　  ② 目首、自序、自跋、巻末(尾題も含む)







エ）形態……その記述対象から ３) 形態に関する事項　－ その資料から
オ）シリーズ……その記述対象から ４) 書誌構造リンク － その資料から
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国文学研究資料館  日本古典籍書誌レコード作成要領 
                                      
第１次 2004.12.1 
2017.1.5 改 
                                    （ 2011.12 和古書データ使用コード等挿入）  
１．通則                            p.２ 
１．１ 対象となる資料の範囲  ２ 
１．２ データ項目  ３ 
１．３ 情報源  ３ 
１．４ レコード作成の単位  ３ 
１．５ 記録の方法  ５ 
１．５．１ 使用文字  ５ 
１．５．２ よみの表記  ５ 
１．５．３ 判読不可能文字および推読文字  ５ 
１．５．４ 補記    ５ 
２．データベースの特徴                p.５ 
２．１ 著作とのリンク  ５ 
２．１．１ 典拠コントロール  ５ 
２．１．２ 著作とのリンク  ６ 
２．１．３ 統一書名  ６ 
２．１．４ 著作の著者  ６ 
２．１．４．１ 統一著者名  ７ 
２．１．４．２ 作品著者名  ７ 
２．２ 書誌構造  ８ 
３．データ記入要領                   p.９ 
３．１ キィワード  ９ 
３．２ 刊・写の別  ９ 
３．３ 標目書名  ９ 
３．４ 記載書名  ９ 
３．４．１ 記載書名のよみ  ９ 
３．４．２ 書名中の区切り記号  10 
３．４．３ 不明な部分のある書名  10 
３．４．４ 誤記、誤植、誤刻のある書名  10 
３．４．５ 記載箇所  10 
３．４．６ 複数の書名  11 
３．４．７ 叢書・合綴等の資料全体の書名  12 
３．５ 記載著者名  12 
３．５．１ 著者名の記入    13 
３．５．２ 著者役割  13 
３．５．２．１ 複数の役割表示    14 
３．５．３ 複数の著者  14 
３．５．３．１ 複数の著者の省略    14 
３．５．４ 著者の推定    14 
３．５．５ 部編等の注記    14 
３．５．６ 国名・王朝名    15 
３．６ 巻次    15 
３．６．１ 巻次の記入    15 
３．６．２ 原欠の記入    16 
３．７ 書写事項    16 
３．７．１ 書写者    16 
３．７．２ 書写地    17 
３．７．３ 書写年    17 
３．７．４ 複数の書写事項    17 
３．８ 出版事項    18 
３．８．１ 出版者    18 
３．８．１．１ 複数の書肆名    18 
３．８．２ 出版地    18 
３．８．３ 出版年    19 
３．８．３．１ 出版年としての序跋年    19 
３．８．４ 複数の出版事項    19 
３．９ 数量    20 
３．１０ 形態的事項    20 
３．１０．１ 形態的事項の記入    21 
３．１１ 残欠表示    22 
３．１２ 叢書巻号表示    22 
３．１３ 注記    22 
３．１３．１ 系統注記    23 
３．１３．２ 著者に関する注記    23 
３．１３．３ 出版に関する注記    24 
３．１３．４ 書写に関する注記    24 
３．１３．５ 序跋注記    25 
３．１３．６ 形態注記    25 
３．１３．７ 奥書・識語注記    26 
３．１３．８ 書入れ・校合注記    26 
３．１３．９ 伝来注記    27 
３．１３．１０ 叢書注記    27 
３．１３．１１ 一般注記    27 
３．１３．１２ 備考    28 
３．１４ 業務メモ    28 
 
付表１ 和古書目録書誌レコードデータ項目  29 
付表２ 和古書目録書誌レコードデータ採録情報    
源                           30 
付表３ 叢書・合綴等のデータ項目ふり分け表 31 
付表４   叢書・合綴等のデータ構造及びデータの    
作成と表示                    32 
【付録】 和古書メディア情報の記入について 33 
























































   （漢籍について追加、（4）（5）は上記と同） 
  
 















    ＊以下の書誌構造で示す。 
叢書  複数の著作を総合して収録した著作で、全体としての書名を有する 
合写  複数の著作が一つにまとめて書写されたもの 
         書写の時期は同時または近い時期とする 
         紙背文書のように、表裏の書写時期が異なる場合は、合綴扱いとする 
合刻  複数の著作が一つにまとめて刊行されたもの 




     
    〔例〕 出雲国風土記 
        ・文化３年刊 ２冊 
                （この場合、１件のレコード作成を行う） 
     
１つの著作に対応する資料が複数ある場合は、その各々をレコード作成の単位と    
する。 
       
    〔例〕 古今和歌集 
          ・天明３年写 １冊 
          ・万治３年刊 ６冊 
                （この場合、２件のレコード作成を行う） 
        
なお、出版年、書肆等から同版と考えられるものが複数ある場合でも、その各々        
をレコード作成の単位とする。 
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    〔例〕 徒然草 
           ・寛文１０年刊 ２冊  ２部 
                  （この場合、２件のレコード作成を行う） 
 
 （２）叢書の場合、叢書全体と、その細目の各々をレコード作成の単位とする。        
   〔例〕 三代集 
          古今和歌集・後撰和歌集・拾遺和歌集 
          ・嘉永６年刊 ６冊 
（この場合、叢書全体に対する１件のレコード（「親」レコード）            
作成と、その細目の各々に対する３件のレコード（「子」レコ            
ード）作成を行う） 
    





     
    〔例〕 消息往来と消息往来講釈の合刻 
        ・刊 １冊 
（この場合、資料全体に対する１件のレコード（「親」レコード）           
作成と、２件のレコード（「子」レコード）作成を行う） 
 
    〔例〕 古今切紙、伊勢物語切紙、伊勢物語之髄脳の合写 
        ・文久３年写 １冊 
（この場合、資料全体に対する１件のレコード（「親」レコード）           
作成と、３件のレコード（「子」レコード）作成を行う） 
 
（４）もともと別のまとまりの資料が綴じ合わされて、ひとまとまりとなった合綴の場   
合にも、その資料全体と、その中に含まれる複数の著作に対応する各々の書誌を    
レコード作成の単位とする。 
 
    〔例〕 万葉見安と万葉集註釈の合綴 
        ・写 １冊 
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 これらの要素は必要に応じて著者の識別事項として著者レコードに入力する。 
    国名・王朝名（外国人の場合） 
  関連地名（出身地・居住地等） 
  関連人物（家族・家系関係、師弟関係等） 
  所属（勤務先・寺社名・藩・役所名等） 
    学問・諸道・諸芸の流派 
  宗派 





単独 … ひとまとまりの資料が１つの著作に対応するレコード、または、ひとまと       
まりの資料の中に複数の著作が含まれる場合の各々の著作に対応するレコ       
ード（「子」レコード）であることを表す。 
叢書 … 叢書の場合の叢書全体に対応するレコード（「親」レコード）であること       
を表す。 
合綴（および合綴扱い*）… 合綴および合綴扱いの場合の資料全体に対応するレコ                                
ード（「親」レコード）であることを表す。  
合刻・合写 … 合刻、合写の場合の資料全体に対応する書誌レコード（「親」レコ                    
ード）であることを表す。また、刊写の別との組み合わせで資料が                    
合刻か合写かを表す。  


















    単 ：  単独 
    双 ：  叢書 
    綴 ：  合綴・合綴扱い 
    合 ：  合刻・合写 













   刊 印刷による 
   写 書写による 


























刊 ： 印刷による 
    写 ： 書写による 
    混 ： 刊写入り混じり 









  〔例〕歌合／寛政三年九月十三夜 






  〔例〕  唐人言□ 
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              巻首（内題） 
              目録冒頭（目録題） 
                目録中に記された細目 
              扉（扉題） 
              扉裏（扉裏題） 
              本文末尾（尾題） 
                表紙見返し（見返し題） 
              裏表紙の見返し 
              表紙および題簽（外題） 
              序文冒頭（序首題） 
              跋文冒頭 
              凡例冒頭 
              刊記中 
              奥書中 
              序文中 
              跋文中 
              裏表紙 
              近世版本等の書袋 
                版心（柱題・柱刻題） 
              帙ならびに箱等の容器 
              その他（耳題、欄外題、喉に記された書名、 
書根字、極札・極書に記された書名 等） 
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  〔例〕１ 熊野紀行 
       くまのきこう 
           内 
 
     ２ 遠江の道の記 
          とおとうみのみちのき 
          内 
     ３ 熊野の記 
       くまののき 




    〔例〕  後撰和歌集標注 
        ごせんわかしゅうひょうちゅう 
        外・序首 




   
  〔例〕 三女譚           （おあん物語・おきく物語・妙海語の合写本の合題の例）        
さんじょだん 
          外 





   
  〔例〕 古今集作者／後撰集作者／拾遺集作者 
       こきんしゅうさくしゃ／ごせんしゅうさくしゃ／しゅういしゅうさくしゃ 































  〔例〕 紀／貫之 
  〔例〕 菅原／孝標／女 
  〔例〕 源／之煕／君績 
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  〔例〕 兼載 









  〔例〕 山東／京傳 作     





  〔例〕 式亭／三馬 編    
      歌川／豐國 画     






  〔例〕 六樹園大人 
            浅草庵大人 
      鈍々亭大人 等 撰 
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 部編の数字、区切り記号は、巻次の記入（３．６．１）で示す方法で記入する。 
 
  〔例〕 柳川／重信    画   初～六編 
      溪斎／英泉    画   初～六編         





  〔例〕 一陽斎／豐國   画   初編 























  このとき、区切り記号は、次のように統一する。 
 ①続く場合は波ダッシュ（～）、途切れる場合は中黒（・）を用いる。ただし、二つ
の数字が続く場合は「一・二」とし、「一～二」としない。 
  ②「上中下」、「乾坤」などは間に区切り記号を入れない。 
  ③「前編一～三」「後編一～三」などの間は、カンマ（，）で区切る。 
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〔例〕 巻之一・二 
      第一～七輯 
      初編巻一～三，二編巻一～三，三編巻一～四 
         巻一～一〇，附録 
      上中下 
      仁義礼智信 
 
 また、注記等で、全体でいくつあるかを示すときは算用数字を使用する。 









  〔例〕巻一～三一（巻八・一八・二一原欠） 














  〔例〕 西下／經一 




  〔例〕 通邦 
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  〔例〕 寛政１ 
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  〔例〕         文化７  巻一～巻四 
       黒川／春村   文化１０ 巻五 
















  〔例〕 井筒屋／庄兵衞 
      勝村／治右衞門 
         千鐘房／須原屋／茂兵衞 





  〔例〕 須原屋／茂兵衞 
     （出版に関する注記に「刊記に須原屋茂兵衞板とあり」と記入） 
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  〔例〕 大阪   → 〈大阪〉 
      御堂筋   → 〈大坂〉 

























  〔例〕 和泉屋／金右衞門〈江戸〉，英／文藏〈江戸〉 天保１４ 初編 
       須原屋／茂兵衞〈江戸〉，英／文藏〈江戸〉    文久３ 二・三編 
 
 









   冊    ： 袋綴、粘葉装（胡蝶装）、列帖装（綴葉装）、包背装、 
          結び綴（大和綴）、仮綴、紙釘装 
   帖    ： 折本・折帖・画帖装 
   軸（巻） ： 巻子本（巻は軸のない場合） 
      幅    ： 掛物（幅物・掛軸） 
   枚    ： 一枚物、短冊 
   丁    ： もとは綴じられた冊子の部分 
   通    ： 書簡 
   舗    ： 畳物 
   双    ： 屏風（一対揃っている場合） 
      隻    ： 屏風（一対の片方のみの場合） 













  〔例〕 古今和歌集 ２冊 
       （〈一般注記〉に「〈般〉二世畠山牛庵添状１通を付す」と記入） 
  〔例〕 寛永行幸記 ２軸・１帖 


















    特大・特小・桝・縦・横に該当するものについては、縦×横、書型の両方を記入    
する。 
 （２）巻子本、掛物、書簡は、料紙の幅（高さ）を記入する。 
 （３）畳物については広げた大きさの縦×横を記入し、畳んだ大きさを丸がっこ（（ ））    
に入れて付記する。 
  （４）屏風はその外寸の 縦×横 を記入する。 
 （５）その他、一枚物等は 縦×横 を記入する。 
（６）巻子本の料紙の全長・続紙の紙数・表紙（見返し）の縦と横の大きさ、掛物の本    
紙の大きさ・紙数、屏風の貼り紙の大きさ等は、必要に応じて形態注記（３．１     
３．６）に記入する。 
 
  ** 書型  以下の中から略号を選んで記入する。（ ）内は大よその目安。 
 
         大 ： 大本・美濃本、美濃紙二つ折（たて２６～２８㎝） 
      半 ： 半紙本、半紙二つ折（たて２２～２５㎝） 
      中 ： 中本、美濃紙二つ折の二つ折（たて１８～２０㎝） 
      小 ： 小本、半紙二つ折の二つ折（たて１５～１７㎝） 
      特大： 特大本・大美濃本、「大」より大きいもの 
      特小： 特小本、「小」より小さいもの 
      桝 ： 桝形本、ほぼ正方形 
      縦 ： 縦長本、横に比して縦の長さが特に長いもの 
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  〔例〕 ８５．０×４４．５ｃｍ 
      １２．１×１８．３ｃｍ，横 










  〔例〕 第二冊（巻三～五）欠 
      上欠 
      坤存 
      巻五・七存 
      零本 
      残欠あり 
      前半欠 
      巻之二第三丁欠 
          第一冊末欠 
      初編，二編巻之三下・四上，三編巻之一存 
      冒頭約４０～５０字，中間約１２００字欠 







  〔例〕 「親」レコード：丹鶴叢書 
      「子」レコード：和泉式部集（丹鶴叢書 第三冊）の場合 



































   〔例〕  中村本 
        三撰本 
          古浄瑠璃五段本 
        土佐少掾橘正勝正本 











  〈著〉： 著者に関する注記 
  〈版〉： 出版に関する注記  
  〈写〉： 書写に関する注記  
  〈序〉： 序跋注記 
  〈形〉： 形態注記 
  〈奥〉： 奥書・識語注記 
  〈書〉： 書入れ・校合注記 
  〈伝〉： 伝来注記 
  〈叢〉： 叢書注記 
  〈般〉： 一般注記 
  〈備〉： 備考 
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   〔例〕  奥書に兼載作とあり 
          書袋には八文字屋自笑作とあり 










    〔例〕   慶応３年卯年改 
        巻五に寛文十二表紙屋庄兵衛板とあり 
        後見返しの蔵開版目録に享和２年とあり 
        見返しに嘉永新刻とあり 
        出版年は見返しによる 
             鈴乃屋藏版とあり 
        橘枝堂蔵版目録を付す 
        別本刊記（延宝８年大坂深江屋太郎兵衛刊）を後に貼付したもの 
        須原屋茂兵衞に版元印あり 
               寛永中刊古活字版 
         古活字覆刻整版本 
          天保３年版の再刻 
        寛文１２年版の後刷 
        元文５年版新版絵入つれつれ草の補刻 
        丹緑本 
        明治版 
        高野版 
        拓本 
 
  また、必要に応じて刊記を転記することができる。 
 











   〔例〕   江戸初期写 
        新写本 
        巻二は別筆 
        図書寮蔵本の写 
        真淵書入本の写 
           慶安５年刊上村次郎右衞門版の写 
           欠丁の部分を補写 
        著者自筆 
        著者自筆稿本 
        極札に冷泉為広筆とあり 
        奈良絵本 







   〔例〕   文化１４年岸本由豆流序 
        蚊田蒼生の跋あり 
        寛文２年陳元贇序・同年元政序 
           天明７年自序・寛政９年林述斎跋 
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書簡等で、書名中にその用語が含まれているため、その装訂が判断できるものは省
略しても良い。 
   〔例〕   第四冊２４．５×３２．１ｃｍ 
           書袋あり 
        ３冊本の合綴 
        屏風貼込み（原型は横本約１７×２７ｃｍ） 
        表紙・巻頭１丁後補 
        外題は後補，書き題簽 
             懐紙改装 
        原装は列帖装 
        絵入料紙使用原懐紙１巻 
        虫損あり 
        水損甚し 
        巻子本 
        結び綴 




  複数の奥書、識語がある場合には、中黒（・）で区切り列記する。 
 
   〔例〕   文亀２年宗祇の奥書あり 







   〔例〕 （識語）「此一冊小笠原佐渡守様奥様御幼年常姫様之御筆也／故有被
下老女／藤枝／宮内明哲三橋」 
        （奥書）「寶永二のとし五月下浣中岳依田氏亮村稿」「寶永三丙              
戌四月下旬以自息軒主舟橋式部少輔所藏本校正畢」 
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   〔例〕   朱書あり 
        墨細字の頭注・割注あり 
        清水浜臣の書入れあり 
        書入れについて極札に「紹巴は墨・三條は朱・正澄は朱」とあり 
        点印あり 
        天保１３年長澤伴雄朱校あり 
        図書寮本による校合あり 





   〔例〕   式亭三馬旧蔵 
           九条家旧蔵本 






   〔例〕  （印記）「真木園図書記」 
         （印記）「吉田蔵書」「陽春廬記」 
         （印記）「□川蔵書」 









   〔例〕   続群書類従 和歌部 四二二 
          甘雨亭叢書 第五集 
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別に入らない事柄を記入する。 
 
   〔例〕   絵入本 
        上段にうすゆき物語・下段に伊勢物語 
        前題百詠・後題百詠を収む 
        尾藤二洲・中井董堂・頼春水等近世儒者の書簡５２通の貼込み 
        主として天保・嘉永・安政期における中の芝居・角の芝居の役割番附 
        ２種取り合せ本 
        漢詩８編を付す 
        歌題「寄野菜恋」 
        子息市左衛門宛 
        外題よみは振り仮名による 
        記載書名は耳題 
        表紙に細目書名を列記 
        天保４年成立 







  〔例〕 「増補古活字版之研究」上巻ｐ５２４参照 


























































親レコード 子レコード 親レコード 子レコード 親レコード 子レコード 親レコード 子レコード
書誌構造 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
著作とのリンク（WID） ◎ ◎ × ◎ × ◎ × ◎
キィワード ○ ○ × ○ × ○ × ○
刊写の別 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
標目書名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
記載書名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
-
記載著者名 ○ ○ × ○ × ○ × ○
3
1 巻次 ○ ○ × ○ × ○ × ○
-
書写事項 ○ ○ × ○ × × ○ ×
出版事項 ○ ○ × ○ ○ × × ×
数量 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
形態的事項 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○
残欠表示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
叢書巻号表示 × ○ × × × × × ×
注記 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
業務メモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　　　　親レコードには全体の数量、子レコードにはその著作の含まれている資料の数量を記入する。
　　　　　　　◎ 必須　　○ 該当すれば、または必要に応じて採録　　× 不採録　　　  
  　　*　原則として親レコードには全体に関する事項、子レコードには各々の細目に関する事項を記入する。例えば、資料の数量については、
付表３　　叢書・合綴等のデータ項目ふり分け表
叢書 合綴 合刻 合写
データ項目
資料（例） データ構造 データ作成 公開データベースの検索結果の表示
叢 　　　　 　親レコード　A　(１件) 　子書誌: a1, a2, …,an
　　 　古今和歌集 (２冊) 　表示: 書誌構造
　　　　                                
　　 　後撰和歌集 (２冊)
書 　子レコード A1, A2, …, An　(ｎ件) 　親書誌: a,  （叢書巻号表示）
　　 　拾遺和歌集 (２冊) 　表示: 書誌構造
                               
合 〈合刻の例〉 　親レコード　A　(１件)
-
綴 　　(親レコードは著作リンク情報を 　子書誌: a1, a2, …,an3
2 ・ 　刊　１冊 　　 もたない） 　表示: 書誌構造
-
合                                
刻  　　　おあん物語
・ 　子レコード A1, A2, …, An　(ｎ件) 　親書誌: 書名なし
合 　 　　おきく物語 　表示: 書誌構造
写                                                    
















 三代集 (嘉永６年刊 ６冊)
*1 合綴・合刻・合写の子レコードの数量は、各々の細目が含まれている資料の数量とする。
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【付録】   和古書メディア情報の記入について 




    〔例〕 3045000  国文学研究資料館（一般） 


































































 ２桁 …分類記号 
                ４桁 …図書番号 
                               ４桁 …先頭分冊番号 
                                       １桁 …‘－’（ハイフン） 
                                             ４桁 …最終分冊番号 
とし、各ブロック右詰左ゼロ埋めとする。 
また、分冊番号が無い場合も－（ハイフン）、ゼロ埋めは記入する。 
    〔例〕 タ２０２２４００００－００００   分冊番号が無い場合 
        タ７００３２０００１－０００２   ２分冊の場合 
        ９９００３２０００１－０００２     〃 
   
なお、複数冊に対応する書誌レコードが複数含まれる場合、請求記号はそのレコードが属
する分冊番号のみを記入する。 
       〔例〕 タ７００３２０００２－００００  ２分冊目に対応する書誌レコー 






         104788･104789 
103938-103952 
122534-122537･137459 
